
 

 

都市マスタープラン改定 市民アンケート（案） 

～ 伊賀市のまちづくりについてご意見をお聞かせください ～ 

 

《アンケートの目的》 

伊賀市では、現在、「伊賀市都市マスタープラン（平成 22 年９月策定）」の改定作業を

進めています。 

都市マスタープランは、本市が将来も暮らしやすく魅力的なまちであり続けるために、

おおむね 20 年後の都市の将来像を見据えて、その目標の実現に向けて、今後 10 年間

の都市計画（土地利用、道路・公園などの施設整備等）の方針を策定するものです。 

このため、市民の皆様からまちづくりに関する率直なご意見をお聞きし、計画づくりに

反映するために、アンケート調査を実施します。 

調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。 

                              2020 年  月 
 

《ご回答にあたってのお願い》                                 

 

■質問には、封筒のあて名のご本人がお答えください。 

何らかの事情によりご本人が記入できない場合は、ご家族の方などがご本人の立場で、

ご本人の意思を反映して記入してください。 
 

■回答は、該当する選択肢の番号に１つ○印をつけてお答えください。 

 質問により「３つ以内選んで記入」と指定しておりますのでご注意ください。 
 

■ご記入いただきましたアンケート票は、同封の返信用封筒に入れ、○月○○日（ ）

までに郵便ポストへご投函ください。（切手は不要です） 

 

《その他》                                        

■このアンケートは、市内在住 18 歳以上の皆さまの中から無作為に、2,500 名の方々を

選ばせていただき、お送りしております。 
 

■ご回答いただいたアンケート結果は、この調査目的以外に使用することはありません。 
 

 ■ご不明な点は、下記までお問い合わせください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊賀市役所 建設部 都市計画課 
〒518-8501 伊賀市四十九町3184番地 

TEL:(0595)22-9731 FAX:(0595)22-9734 

電子メール：tokei@city.iga.lg.jp 
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 問１  次の(１)～(８)の項目について、あてはまる番号をそれぞれ１つずつ選んで 

その番号に○をつけてください。 

       ※分析のため、回答者お一人おひとりについて、以下の情報が欠かすことができません。

性別は、性別による回答の違いを集計するためお聞きしています。 

 

【記入例】(１) 性別 １．男性     ２．女性    ３．（      ） 

(１) 性別 １．男性     ２．女性    ３．（      ） 

(２) 年齢 

(ご回答日時点) 

１．18～29 歳   ２．30～39 歳   ３．40～49 歳 

４．50～59 歳   ５．60～64 歳   ６．65～69 歳 

７．70～74 歳   ８．75 歳以上  

(３) 世帯構成 

１．ひとり暮らし         ２．夫婦のみ 

３．２世代（親子）        ４．３世代以上 

５．その他（                  ） 

(４) 居住地区 

(住民自治協議会の区域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民自治協議会の

区域がわからない方

は、「４０．わからな

い」に、お住まいの

町名をご記入くださ

い。 

 

１．上野東部   ２．上野西部  ３．上野南部  ４．小田 

 

５．久米     ６．八幡町    ７．花之木   ８．長田     

 

９．新居    １０．三田    １１．諏訪   １２．府中 

 

１３．中瀬   １４．友生    １５．猪田   １６．依那古   

 

１７．比自岐  １８．神戸   １９．古山  ２０．花垣 

 

２１．ゆめが丘  ２２．きじが台  

 

２３．柘植      ２４．西柘植    ２５．壬生野    

 

２６．島ヶ原 

 

２７．河合      ２８．鞆田      ２９．玉滝    ３０．丸柱      

 

３１．山田      ３２．布引      ３３．阿波 

 

３４．阿保     ３５．上津    ３６．博要    ３７．高尾 

     

３８．矢持     ３９．桐ヶ丘 

 

※４０．わからない 

（町名・字名など                ） 

 

はじめに、あなた自身のことについておたずねします。 
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(５) 居住年数 
※伊賀市にお住まいの

期間。 

一時期、他の地域に

お住まいだった方は

前後通算の期間。 

 

※U ターン・転入の

方がお答えください。 

 

１．生まれてから伊賀市に居住   ２．Ｕターン  3．転入  

 

１．１年未満        ２．１年以上５年未満 

３．５年以上１０年未満   ４．１０年以上２０年未満 

５．２０年以上        ６．わからない 

 

本市に転入前の 

直前の住所                      

 

本市へ転入の理由 

１．仕事の都合  ２．結婚  ３．子育て  

４．親族の介護  ５．老後の生活のため 

６．その他（                ）                     

 

 

（６） 職業 

 
※複数ある場合は、主

なものを選んでくだ

さい。 

１．農林水産業          ２．自営業  

３．会社員・団体職員・公務員など ４．パート・アルバイト 

５．主婦・主夫          ６．学生 

７．無職        ８．その他（         ） 

（７） 

就労・就学先 

１．伊賀市内（自宅）  ２．伊賀市内（自宅以外） 

３．名張市       ４．亀山市 

５．津市        ６．滋賀県甲賀市 

７．京都府南山城村   ８．京都府笠置町 

９．奈良県山添村 

１０．県内のその他の市町（具体的に：         ） 

１１．県外の市町村（具体的に：            ） 

１２．就労・就学していない 

（８）  

通勤・通学手段 

 
※（７）の２～１１を

選んだ方はご記入く

ださい。 

１．目的地まで徒歩又は自転車 

２．目的地まで自動車又はオートバイ 

３．目的地までバス  

４．目的地まで鉄道（駅まで徒歩又は自転車） 

５．目的地まで鉄道（駅まで自動車又はオートバイ） 

６．目的地まで鉄道（駅までバス） 

７．その他（                    ） 

 

都・道 

府・県 

市・区 

町・村 
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 問２  あなたがお住まいの地域（問 1（4）居住地区）の生活環境についての現状の【満足

度】と今後の市の取組みとしての【重要度】についておたずねします。 

※【満足度】：日常生活でどの程度満足されていますか？ 

【重要度】：今後の市の取り組みとして、どの程度重要だとお考えですか？ 

 

（１）①～⑩の利便性の項目について、現状の【満足度】、今後の市の取組みとしての【重要

度】について該当する番号を１つずつ選んでその番号に○をつけてください。 
 

設問項目 

①から⑩までのそれぞれにお答えください。 

【満足度】 【重要度】 

  
 

  
  

 

  

【記入例】①食品等日常の買い物のしやすさ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

利
便
性 

①食品等日常の買い物のしやすさ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

②通勤・通学のしやすさ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

③公共交通（バス・鉄道等）の利便性 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

④病院、診療所の利用のしやすさ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤高齢者福祉施設の利用のしやすさ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥国道・県道等の幹線道路へのアクセ 

スのしやすさ 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑦子どもの遊び場や身近な公園 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑧保育施設や放課後児童クラブ等によ 

る子育てと仕事の両立のしやすさ 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑨コミュニティ施設（集会場等）の利 

用のしやすさ 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑩行政サービス（戸籍などの手続きや 

行政相談等）の利用のしやすさ 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
満
足 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
不
満 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
重
要 

普
通 

不
満 

重
要 

普
通 

重
要
で
は
な
い 

あなたが現在お住まいになっている地域についておたずねします。 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

重
要
で
は
な
い 

満
足 
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（２）⑪～⑯の快適性・⑰～㉒安全性の項目について、現状の【満足度】、今後の市の取組み

としての【重要度】について該当する番号を１つずつ選んでその番号に○をつけてくだ

さい。 

 

設問項目 

⑪から⑯までのそれぞれにお答えください。 

【満足度】 【重要度】 

  

 

  
 

 

  

 

快
適
性 

⑪居住環境（騒音・振動・臭気等） １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑫生活排水による水質汚濁の状況 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑬スポーツできる大きな公園の利用

しやすさ 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑭周辺の山林や水辺地等の自然環境 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑮街路樹やまちの緑の豊かさ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑯まちの美しさ（歴史を感じさせる景

観や街なみなど） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 
 
 
 

設問項目 

⑰から㉒までのそれぞれにお答えください。 

【満足度】 【重要度】 

 

  

 

 
 

 

 

  

安
全
性 

⑰身近な生活道路や歩道の安全性 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑱雨水の排水環境（河川等）の安全性 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑲風水害・地すべり等に対する安全性 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑳地震や火災に対する安全性 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉑犯罪に対する安全性 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

㉒交通事故に対する安全性 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
満
足 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
不
満 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
重
要 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

重
要
で
は
な
い 

満
足 

普
通 

不
満 

重
要 

普
通 

重
要
で
は
な
い 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
満
足 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
不
満 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
重
要 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

重
要
で
は
な
い 

満
足 

普
通 

不
満 

重
要 

普
通 

重
要
で
は
な
い 
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伊賀市でもこれから人口は減少し、少子化や高齢化が更に進むことが確実です。 

ですから、市街地が大きく広がり、人口密度が低くなっていくまちづくりではなく、住

む場所や施設を拠点となる場所に集約していく効率的なまちづくりが必要です。 

伊賀市は市域が広いため、そのような拠点を１つではなく複数設定して、それぞれの 

拠点を道路や公共交通でつなぐことによって、伊賀市にお住まいの皆さんの生活の利便

性を確保しようと考えています。 

このような、伊賀市が目指す将来都市構造を「多核
た か く

連携型
れんけいがた

の都市
と し

構成
こうせい

」と呼んでいます。 

この都市構造について、今後どのように進めるべきかを次の問３～６でお伺いします。 

 

※ 同封いたしました「別紙 将来都市構造図」をご覧いただきながら、ご回答ください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 問３  広域的拠点についておたずねします。 

「将来都市構造図」では ピンク色 で示された拠点です。 

 

（１）伊賀鉄道上野市駅周辺の広域的拠点（上野中心区域）は、商業や医療施設等が集積し

た伊賀市の中心市街地ですが、現在は空き家が増加し、かつての賑わいが失われつつ

あります。 

この区域について、今後どのようなまちづくりが重要であると考えますか。     

該当する番号を３つ以内選んで右の欄に番号を記入してください。 

 

 

< ご回答は次ページ > 

 

 

 

伊賀市が目指す将来の都市構造について説明します 

今後の「伊賀市全体のまちづくり」についておたずねします。 
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（１）広域的拠点 上野中心区域（上野市駅周辺）   

１．歴史を感じさせる街なみや町家などの景観を保全・活用する 

２．観光客を引き込み、賑わいを創り出すための観光を推進する 

３．空き家など既存資源を民泊や移住者の居住に活用する 

４．買回り品（ブランド品などの高級衣料や宝飾品、家具家電など）を扱う店

舗が揃った市の商業中心として充実化を図る 

５．医療施設が集積した市の医療の中心として充実化を図る 

６．福祉施設（高齢者、児童、社会福祉等）が集積した市の福祉の中心として

充実化を図る 

７．文化施設が集積した市の文化の中心として充実化を図る 

８．道路の拡幅や駐車場整備により車社会に対応したまちづくり 

９．魅力的で個性的な専門店や飲食店等の誘導により、休日に訪れたり、改まっ

て食事できる伊賀の「ハレの空間」（非日常活動のための空間）づくり 

１０．住宅供給により、もっと居住人口を増やす 

 

 

 

その他、お考えがありましたらお聞かせください。 

【自由記述】 

 

  

 

 

 

 

番号記入欄 
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（２）広域的拠点（上野南部区域）は、現在、伊賀市庁舎が移転し、伊賀鉄道の新駅がで

きるなど、新しいまちづくりが進んでいます。 

この区域について、今後どのようなまちづくりが重要であると考えますか。            

該当する番号を３つ以内選んで右の欄に番号を記入してください。 

 

（２）広域的拠点 上野南部区域（新市庁舎周辺）   

１．広域的な行政・医療拠点にふさわしい憩空間（公園、歩道等）の整備 

２．コミュニティバス等により上野南部区域内の公共交通ネットワーク充実 

３．医療機能と連携した健康・福祉機能（リハビリ施設等）の充実 

４．行政・医療拠点の利便性を活用して高齢者が安心して暮らせる住宅の供給 

５．行政の拠点として公共サービス機能（地域振興、産業振興等）の充実 

６．広域的拠点として利便施設（買い物、飲食店）の充実 

７．伊賀市文化会館、しらさぎ運動公園など東部の都市機能との一体性の確保 

８．にぎわいを創出できるイベント空間の整備 

 

 

 

その他、お考えがありましたらお聞かせください。 

【自由記述】 

 

 

 

 

 

 

 

番号記入欄 
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 問４  地域拠点についておたずねします。 

「将来都市構造図」では オレンジ色 で示された拠点です。  

人口が減少する中では、各地域拠点に現在ある都市機能を維持することが難しくな

ることが予測されますが、今後どのようなまちづくりが重要であると考えますか。     

該当する番号を３つ以内選んで右の欄に番号を記入してください。 

地域拠点（各支所周辺地区） 
  

１．地域拠点にふさわしい憩空間（公園、歩道等）の整備 

２．コミュニティバス等による地域交通の拠点機能の維持・充実 

３．利便施設（買い物、飲食店）の維持・充実 

４．医療・保健機能の維持・充実 

５．子育て支援、高齢者福祉の拠点機能の維持・充実 

６．支所機能（行政相談、行政手続き等）の維持・充実 

７．市民センター等の地域コミュニティの拠点機能の維持・充実 

８．住宅供給により、もっと居住人口を増やす 

９．自立可能な高齢者が安心して集まって住める住宅供給 

１０．にぎわいを創出できるホール等のイベント空間の維持・充実 

 

 

 

その他、お考えがありましたらお聞かせください。 

【自由記述】 

 

 問５  日常の生活における各拠点の利用状況についておたずねします。 

日常の暮らしにおいて重要な医療、買い物等についても、出来る限り拠点に集積させ

ることで、移動を効率化させ、人口減少するなかでも施設水準を維持することが必要と

考えています。 

そこで、現状の（１）医療、（２）買い物等で一番よく利用する場所について、該当

する番号を１つずつ選んでその番号に○をつけてください。 

 

※各拠点位置については、同封いたしました「将来都市構造図」の地図又は裏面の「医

療施設の分類表」をご覧いただきながら、ご回答ください。 

 

< ご回答は次ページ > 

番号記入欄 

問４については、伊賀、島ヶ原、阿山、大山田、青山の地区の方がお答えください。 
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 ※高次医療施設は、伊賀市立上野総合市民病院、名張市立病院、岡波総合病院 
 
 

設問項目 

 

① から⑦までの一番よく利用する場所につ

いてそれぞれにお答えください。 

 
 

高
次
医
療
施
設 

※ 

伊賀市内 

市
外
の
医
療
施
設 

主
な
利
用
場
所
は
な
い 

広
域
的
拠
点
内
（
ピ
ン
ク
色
） 

副
次
的
拠
点
内
（
水
色
） 

地
域
拠
点
内
（
オ
レ
ン
ジ
色
） 

そ
の
他
の
医
療
施
設 

（
１
）
医
療 

① 内科 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

② 外科（整形外科） １ ２ ３ ４ ５        ６ ７ 

③ 小児科 １ ２ ３ ４ ５         ６ ７ 

④ 歯科 １ ２ ３ ４ ５          ６ ７ 

⑤ 産婦人科 １ ２ ３ ４ ５        ６ ７ 

⑥ 耳鼻咽喉科 １ ２ ３ ４ ５         ６ ７ 

⑦ 眼科 １ ２ ３ ４ ５          ６ ７ 

設問項目 

⑧から⑬までの一番よく利用する場所につい

てそれぞれにお答えください。 

伊賀市内 
市
外
の
商
業
施
設 

宅
配
等 

上
野
北
部
区
域 

上
野
中
心
区
域 

上
野
南
部
区
域 

副
次
的
拠
点
区
域 

地
域
拠
点
区
域 

そ
の
他
商
業
施
設 

（
２
）
買
い
物
等 

⑧ 食料品 １ ２ ３ ４ ５  ６ ７ ８ 

⑨ 実用衣料品（シャツ、肌着、くつ下

など日常的な衣料） 
１ ２ ３ ４ ５        ６ ７ ８ 

⑩ 高級衣料品（外出着、着物、スーツ、

礼服など） 
１ ２ ３ ４ ５         ６ ７ ８ 

⑪ 家庭電化製品 １ ２ ３ ４ ５        ６ ７ ８ 

⑫ 家族や友人・知人と外食 １ ２ ３ ４ ５         ６ ７ ８ 

⑬ 金融機関（ATM） １ ２ ３ ４ ５  ６ ７ ８ 



- 10 - 

 

 

 

 問６  あなたは、今後伊賀市が行うべき都市施策や都市機能（買い物、医療、行政サー

ビス等）あるいはネットワーク施策の重要度についてどのように考えますか。

該当する番号を１つずつ選んでその番号に○をつけてください。 

 

設問項目 

①から⑰までのそれぞれにお答えください。 

     

伊
賀
市
全
体
の
施
策 

① 新規の幹線道路整備 １ ２ ３ ４ ５ 

② 既存道路網の改善や身近な生活道路の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

③ スポーツ施設・遊具等がある大規模公園等の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

④ 公共下水道の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 伊賀市の顔として中心市街地の活性化 １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 日常生活拠点として地域拠点の維持・拡充 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 地域拠点より小さな拠点※（集落生活圏の核）の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 自立可能な高齢者が安心して集まって住める住宅供給 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 伊賀市の地域資源を活用した産業の育成（農林・観光等）  １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ 企業・工場の誘致 １ ２ ３ ４ ５ 

⑪ 地震や風水害等の災害に強いまちづくり整備 １ ２ ３ ４ ５ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

⑫ 鉄道を中心とした公共交通の利便性向上施策 １ ２ ３ ４ ５ 

⑬ 広域的拠点や地域拠点間を結ぶバスの利便性向上施策 １ ２ ３ ４ ５ 

⑭ 居住地区内を走るバスの利便性向上施策 １ ２ ３ ４ ５ 

⑮ 拠点間の幹線道路網の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

⑯ 民間交通サービスの利便性向上施策（タクシー等） １ ２ ３ ４ ５ 

⑰ 住民自治協議会区域単位等での出前サービス（買い物、

医療、行政相談・手続き等）施策 
１ ２ ３ ４ ５ 

※小さな拠点：小学校区や複数の住民自治協議会区域などの地域（集落生活圏）におい

て、商店、診療所などの日常生活に不可欠な施設・機能や地域活動を行う

場所を集約した場所 

 

特
に
重
要 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
重
要 

重
要 

最後に、これから伊賀市が行うべき施策についておたずねします。 

重
要
で
な
い 

わ
か
ら
な
い 
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伊賀市のこれからの都市計画やまちづくりに関してご意見などをお聞かせ下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。 ご協力ありがとうございました。 

お手数ですが、○月○○日（ ）までに郵便ポストにご投函ください。 

自  由  回  答 


